
平成２６年６月２３日（月）～平成２６年６月２９日（日）〔平成２６年第２６週〕の感染症発生状況

第２６週で定点当たり報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)ヘルパンギーナでした。

感染性胃腸炎は定点当たり５．７３人と前週（８．３０）より患者報告数は減少し、ほぼ例年並みのレベルで推移しています。

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎は定点当たり２．２１人と前週（１．５５）から患者報告数は増加しましたが、ほぼ例年並みのレベルで推移して

います。

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

第２６週報告数第２位

第２６週報告数第１位
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～ストップ！！腸管出血性大腸菌感染症～

Ｏ１５７に代表される腸管出血性大腸菌感染症の届出数が、６月以降、全国的

に急増しています。川崎市においても第２５週に６件、第２６週に３件の届出が

ありました。例年夏に向けて患者数が増加しますので、今後注意が必要です。

全国における腸管出血性大腸菌感染症

患者届出数（7 月 1 日時点）

潜伏期間：２～１４日（主に３～５日間）

主な症状：・激しい腹痛、頻回の水様性下痢

・発熱は軽度で多くは３７℃台

・著しい血便とともに重篤な合併症を

起こすこともある

そ の 他：感染力が強く、約５０個程度の少量の

菌でも感染する

腸管出血性大腸菌感染症の特徴は？

～主な感染経路～

菌は牛などの腸

管内にいます。

生肉は、十分に加熱
してください。

(75℃、1 分間以上)

調理・加工の際に、生肉に付着している菌
が野菜などに付着することがあります。

患者の便を介して、ヒ

トからヒトに感染す

ることもあるため、便

の取扱いには注意し

てください。


